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９
月
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日
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際
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奏
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演奏がお土産として心に残っています。
９月26日ダイヤモンドプリンセスで小樽を訪問し、夕方歩いて帰船すると、

貴校のブラスバンド部が演奏してくれていました。大きく、はっきりとした、メリ

ハリのあるしっかりとした演奏に、一番前で30分以上聞きほれていました。乗船せ

よとの指示で、船の7階デッキで最後まで聞かせていただきましたが、長時間の演

奏にもかかわらず、最後まで元気に、しっかり演奏していただきました。その４日

ほど前に鹿児島県警音楽隊の皆さんにも出港に際して、演奏していただきましたが、

力強さ、元気な演奏に嬉しくなりました。静岡県教育委員会を定年退職し、旅行に

出ましたが、高校生の献身的な素晴らしい演奏が、旅行の大きなお土産として、心

に残っています。本当にありがとうございました。貴校並びに、吹奏楽部の皆さん

のますますのご活躍をお祈りしています。ありがとうございました。

11月2日

頂いたみかんを手に記念撮影する吹奏楽部。感謝のビデオレターを送った。

励ましに感謝
こんばんは。小樽双葉高校吹奏楽部部長の木村花音です。

この度はお忙しい中、心温まる励ましのメールをいただきありがとうご

ざいました。私たちはあのような場で演奏することは初めての取り組みで、

不慣れな点もあったと思いますが、楽しんでいただけたならとても幸いで

す。私たち部員としては「誰かの心に残る演奏」を目標として日々活動し

ていたので「心に残った」というお言葉を頂き、部員一同とても嬉しく思

います。

これから私たちは、地域の皆様に元気を届けられる部活を目標として頑

張ってまいります。本校のHPやSNSを通して日々の活動を発信しています。

これからも皆様の記憶に残るような演奏をしていけるよう頑張っていきま

す。

小樽での観光はいかがでしたでしょうか。また北海道にくる機会があり

ましたら、是非、もう一度小樽にお越し下さい。部員一同お待ちしており

ます。

最後になりましたが、これからも小樽双葉高校吹奏楽部をどうぞよろ

しくお願いいたします。（吹奏楽部 部長 木村花音）

おもてなしが思い出に
丁寧なお返事ありがとうございます。

2700人の乗客は本当に感謝していたと

思います。アメリカ人800人、日本人500

人他カナダ、オーストラリア、香港の人

が多かったと聞いています。高校生の元

気なおもてなしの心遣いは、深く感謝の

気持ちとして旅の思い出の1ページを刻

んだと思います。

小樽の海鮮料理の美味しさや運河、硝

子製品、オルゴールの綺麗な思い出の景

色に皆さんの音楽が輝くコーティングを

して、明るく楽しい思い出になってます。

小樽双葉高校のご活躍を静岡から楽し

みに、新聞、テレビのニュースを見てい

ます。寒くなります、皆さんのご健康

とご活躍をお祈りしています。

11月15日 

静岡からエール「みかんを送ります」
静岡県特産三ヶ日みかんを4kg程学校に送りました。1週間位で届くと思いま

す。少ないと思いますが、部員の皆さんで食べて下さい。凄い寒さだと思いま

すが、健康に留意し勉強に吹奏楽部活動に頑張ってください。静岡から応援し

ています。 12月4日

客
船
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乗
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